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潮位：大阪（気象庁）

水位：剣橋（府 水防テレメータ）

平野川の現状について 資料
１－１

令和元年度 第４回

大阪府河川及び港湾の底質浄化審議会

③中本橋

⑤-3南弁天橋

⑭庚申橋

①城見橋

②衛門橋

④丸一橋

⑥千歳橋

⑦猪飼野新橋

⑧奥田橋

⑩大池橋

⑫開橋
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計画河床 OP-3.33

水質・底質の状況

１．底質の状況(令和元年) ２．水質の状況(平成30年)

⑤-3 南弁天橋 ⑤-1 入船橋

BOD
(75%値) 2.5mg/L －

DO
（平均値）

6.1mg/L －

全窒素
（平均値）

8.4mg/L －

全リン
（平均値） 0.54mg/L －

大腸菌群数
（平均値）

1.7×104

MPN/100mL －

塩分 － 0.20

流水の状況（晴天時）

放流量（t/年） 約1,319万 約880万 約2,900万

BOD（mg/L） １．７ １．７ ２．０

全窒素(mg/L） １４ ５．７ －

全リン（mg/L） ０．６ ０．１ －
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採泥できず

採泥できず

（①～④、⑥～⑧、⑩、⑫、⑭大阪大学提供試料採取日：令和元年10月8日）

⑤-1入船橋

（⑨、⑪、⑬試料採取日：令和元年9月13日 ）

水位・潮位変動

（令和元年10月5日）

⑤-2剣橋



スカム（浮遊汚泥）について 資 料
１－２

令和元年度 第４回

大阪府河川及び港湾の底質浄化審議会

■ スカム発生の概念図

③中本橋

⑭庚申橋

①城見橋

②衛門橋

④丸一橋

⑥千歳橋

⑦猪飼野新橋

⑧奥田橋

⑩大池橋

⑫開橋

⑤南弁天橋

スカム浮遊観察図（令和元年10月5日） 平野川に発生したスカム（南弁天橋︓令和元年8月21日）

一級河川平野川スカム発生要因検討調査委託（その２）報告書 平成7年3月（寝屋川水系改修工営所）

固定カメラ

スカム密度 川幅占有率
1割未満
3割程度
6割程度
9割程度

凡例

上流から

負荷流入

重い粒子沈殿

濁り

①

雨
④

水位上昇、流速増大 流量増大

高負荷有機物供給

ORP低下

酸化膜の劣化

<大雨の時>

底泥、浮泥の

巻き上げ攪拌

スカム分離・浮上過程
微気泡

大きな泡

の発生

絶対還元状態 DO低下

ガス発生増大

汚泥の沈殿、堆積

酸化結合膜の弱化・破壊

嫌気性分解促進

ガス浮力増大

DO上昇せず

酸化膜破壊

膜のハガレ

DO上昇

重い粒子が

分解沈降

フロック形成と沈殿

底泥の形成

⑤ ⑥

⑦ ⑧

浮泥・底泥の

成長と高負荷化

の蓄積

DO上昇

2ppm以上

ガス発生増大

嫌気性分解

の促進

浮上 浮上

スカム発生

離脱 離脱

ガス発生

酸化膜の形成・強化

（部分的に強弱あり）

③②

DO

バクテリア

フロックの形成と沈殿

浮泥の形成と

成長

← 嫌気性分解 →

上層流れ

ガス発生

DO上昇

海水

潮位移動
DO上昇

酸化膜の形成

硫酸塩の混入

・嫌気性分解の促進

・ガス発生

日常の循環へ

粘着力のない

ガス空間の形成

ガス道の形成

（弱線の形成）

ORP低下

-200mv以下

粘着性

増大

浮泥成長・膜成長過程

河川水

⑨



平野川におけるスカム対策について 資 料
１－３

令和元年度 第４回

大阪府河川及び港湾の底質浄化審議会

●これまでの対策

●平野川における薬剤等を活用した底質改善対策について（諮問）

・薬剤を活用した底質改善対策

底質改善が期待される薬剤を散布し、その効果を検証する。

【諮問事項】実証実験方法、評価項目・方法など

浄化浚渫 水面清掃船による沈降
水流発生装置による実証実験

固定カメラによるスカム発生状況の監視
スカムのAI判別（大阪大学_提供）


